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和文要旨

Abstract:
For articles and a technical articles, write an abstract in English of no more than 250 words. Abstracts may also be included in reviews and research and technical reports. For other manuscripts, remove this page. Avoid references to figures, tables, literature, mathematical formulas, etc., in the abstract. Do not insert line breaks.
Keywords: word; another word; lower case except names (up to 5 words)


英文要旨

1. はじめに
（編集部より）このテンプレートファイルでは，森林利用学会誌の投稿原稿で使用される標準的なスタイルを登録・表示しています。必要に応じてご利用ください。このテンプレートファイルでは，1枚あたり本文スタイルの文字を1200字入力可能です。おおむね，本文2枚に対して刷り上がり1ページ相当となります。論文では本文を10–12枚，速報では6–8枚までに収めるようにしてください。
（大見出しの前では1行分あける）
2. 研究方法
2.1 調査地
調査地は以下の3か所である。（中見出しの後は改行し，1字下げてから文章を書き始める）
2.2 調査項目
2.2.1 降雨量　雨量計を用いて降雨量を観測した。（小見出しの後は改行せず，和文の場合は全角スペースを入れてから文章を書き始める）
・・・・・・。
は，相関関係によって以下の式（2）で求められる（澤口ら 2011）：
[bookmark: _Hlk204521484]（数式の前後は1行の空白を入れる）
		（2）
（数式の前後は1行の空白を入れる）
ただし，：CBR値（%），：インパクト値。
・・・・・・。

3. 結果
降雨量と路面支持力の関係を図1に示す［図1この付近］。（本文中に，図や表を配置する場所を記載する）
・・・・・・。
（略）
5. おわりに
・・・・・・。
（1行あける）
謝辞／利益相反
（編集部より）2025年3月23日より，森林利用学会誌では当該研究における利益相反の状態について記載することとなりました。引用文献の前に「謝辞」あるいは「利益相反」として項目立てを行い，「利益相反の開示にかかる記載例」を参考として記載してください。

引用文献
（編集部より）引用文献の記載方法は，Council of Science Editors (CSE) style に準拠することとします。文献管理ソフトとしてEndNoteを利用する場合はStandard CSE Style Manual, 8th ed. (Name-Year) スタイルを，MendeleyやZoteroを利用する場合はCouncil of Science Editors, Name-Year (author-date) スタイルを選択してください。和文では，下記の記載に倣ってください。誌名の略記法は慣例に従いますが，同一の雑誌で表記が混同しないようにご注意ください。スタイル「引用文献リスト」では空白が大きくなる場合がありますが，審査には影響しません。

a. 雑誌の場合
澤口勇雄, 高橋佳史, 立川史郎, 高橋健保. 2011. 新設作業路の支持力の経年変化. 森林利用学会誌. 26(2):97–104. doi:10.18945/jjfes.KJ00007227811.
Maruyama M, Morioka N. 1999. Land-uses and tropical log production of Rondonia State in Southwestern Brazilian Amazonia. Journal of The Japan Forest Engineering Society. 14(1):1–10. doi:10.18945/jjfes.KJ00007484650.
b 書籍の場合
四手井綱英, 赤井龍男, 斎藤秀樹, 河原輝彦. 1974. ヒノキ林. 東京: 地球社.
Ashton MS, Kelty MJ. 2018. The Practice of Silviculture: Applied Forest Ecology. Tenth. Hoboken: John Wiley & Sons, Inc.
c. 書籍中の一部分の場合
鈴木秀典. 2021. 土に関する基礎知識. 鈴木保志, 編. 森林土木学. 第2版. 東京: 株式会社朝倉書店. p. 71–89.
Lindroos O, Mendoza-Trejo O, La Hera P, Ortiz Morales D. 2019. Advances in using robots in forestry operations. In: Billingsley J, editor. Robotics and automation for improving agriculture. Cambridge: Burleigh Dodds Science Publishing Ltd. p. 233–260.
d. ウェブの場合
林野庁. 2022. 国有林野の管理経営に関する基本計画; [参照2022 Aug 15]. https://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kanri_keiei/kihon_keikaku.html.
Forestry and Forest Products Research Institute. 2022. Digital soil map of Japanese forest; [accessed 2022 Nov 25]. https://www2.ffpri.go.jp/soilmap/.
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[bookmark: _Hlk204157800]図のタイトル・注釈
図1　タイトル・注釈を入力してください
Figure 1. Enter your title and caption here

表のタイトル
表1　タイトル・注釈を入力してください
Table 1. Enter your title and caption here


